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技術センター事業から 府内立地企業の紹介

京都府中小企業技術センター協力会施設見学会報告
　京都府中小企業技術センター協力会は、会員の皆様と当センターとの交流を促進し、会員と当センターが共に発展していくこと
を目的とする会員組織です。2月8日には交流事業として京都府流域下水道事務所の施設見学会を開催しましたので、その概要を
ご紹介します。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

　京都府流域下水道事務所を訪問し、排水に関する講演と「いろは
呑龍トンネル」南幹線ルート発進立坑を見学しました。

第1部 講演「下水処理を中心とした排水処理技術について」
　株式会社クボタ環境プラント技術
部上下水大阪技術グループ 永江信
也氏から国内下水処理の動向及び
一般的な下水処理技術の説明に加
え、近年注目されている膜による高
度処理法「膜分離活性汚泥法」を紹
介いただきました。膜分離活性汚泥法は、膜ユニットを高濃度な活
性汚泥※の中に直接設置することで、下水、食品加工、塗装、クリー
ニング廃液等、様々な有機性排水から清澄な処理水を得ることが
できる技術です。反応槽の容量が縮小でき最終沈殿池も不用な
ので省スペース化できることが大きなメリットです。また、近年で
は、省電力もすすみ、ランニングコストも従来法に比べても安価と
なってきています。実際に、ビルの雑排水や食品関係等の工場排
水の処理にも多く採用されており、排水処理の主流となってきて
います。また、トピックとして、排水処理を行う微生物の中には、あ
る環境下で電気を発生するものがおり、下水処理と併せて発電す
るという研究が国のプロジェクトで進められているなど、将来的に
は排水から直接エネルギーを得る時代が来るのではないかと話
されていました。
※反応槽中の微生物を含んだ汚泥

第2部 「いろは呑龍トンネル」南幹線ルートの見学
　いろは呑龍トンネル
は、平成7年度から桂
川右岸流域の雨水対
策事業として京都府が
順次整備を進める地下
トンネルです。今回、第
3期工事で既に供用し
ている北幹線と貫通したことから全長9.2㎞におよぶ地下トンネル
がつながりました。地下トンネルの終着点である同事務所洛西浄
化センター内の発進立坑から地下27mを仮設階段で降り、内径
3.5mのトンネル内を見学しました。今後、同地に呑龍ポンプ場が
設置され平成32年度から暫定供用される予定です。

第3部　交流会（見学終了後、交流会を開催）
　講師にもご参加いただき、会員相互や当センター職員との交流
の場となりました。

　このように、会員企業様は当センターの温かくも厳しい応援団
として常に当センターを見守っていただいている存在です。今後
も当センター及び当センター職員と会員様の交流を目指し事業
を展開していきます。
　本会の目的にご賛同いただける企業様は、ぜひご入会くださ
い。（法人・個人は問いません。）
ホームページ :　
https://www.kptc.jp/p_kanrendantai/p_coo/

施設見学会at京都府流域下水道事務所 京都府中小企業技術センター協力会の概要

目　的　当センターの各種情報を提供するとともに、会員の皆様
と当センターとの交流を促進し、もって会員と当センター
の発展に寄与する。

会員数  150社（平成29年4月現在）

会　費  年会費　3,000円 

平成29、30年度役員 （敬称略）
　会　　長 ： 安土 行博（株式会社イー・ピー・アイ 取締役会長）
　副 会 長 ： 小島 久嗣（共進電機株式会社 代表取締役）
　副 会 長 ： 中村 道一（NKE株式会社 代表取締役社長）
　幹　　事 ： 佐々木 智一（佐々木化学薬品株式会社 代表取締役）
　会計幹事 ： 冨部 純子(日本蚕毛染色株式会社 代表取締役社長)
　　役員の皆様には、当センターの研究課題を評価する研究事業
推進委員を兼ねていただき、当センターが実施する所内研究に
ついて企業視点での貴重なご意見をいただいています。

主な事業
　●情報誌「クリエイティブ京都Ｍ＆Ｔ」の送付
　●当センターの刊行物「技報」等の送付や研究会・セミナー等の
ご案内

　●当センターホームページに会員紹介ページをご提供
　●交流事業の実施　
　①研究成果発表会＆ポスターセッション
　　当会では、毎年8月に開催する当センター研究成果発表会に

併せて、会員と研究者との交流の場となるよう軽食を交えて
のポスターセッションを共催しています。

　②講演会・見学会
　　その時々のトレンドを題材にした講演会の開催や、ここ数年は

環境・エネルギーをテーマにした施設見学会を実施してい
ます。

どんりゅう

どんな会社？
　当社は1993年神戸市に設立した船舶艤装品の製造・工事を主
な事業とする会社です。製造部門では、煙突、風水密扉などの艤装
品、甲板機械、舵取機部品のほか、エンジン部品等の船舶の中枢部
分の機械加工品、鋳鉄品、鋳鋼品の製造を行っています。艤装工事
を取り扱う商工部では、船舶の電装、配管、仕上等の工事を行って
おり、修繕やメンテナンス事業も行っています。

綾部市・舞鶴市への立地
　1994年に綾部工場にて船舶艤装品の製造を開始しました。当
初の取引先が日立造船株式会社舞鶴工場（現ジャパンマリンユナ
イテッド株式会社舞鶴事業所）であったため、京都府北部地域に自
社工場の設置を決めたのです。その後、2008年には舞鶴工場を新
設し、現在この２拠点で製造を行っています。舞鶴市は港町ですし、
造船業が盛んで関連する企業も集積しています。舞鶴工場では主
に製缶品を取り扱っています
ので、地元の製缶会社と連携を
していますし、綾部工場でも地
元の加工メーカーと連携しな
がら、高品質なメイドインジャ
パンの当社製品を製造してい
ます。
　一方、近年では海外の造船技術も向上しており、当業界は船主
から厳しいコストダウンを求められています。艤装品の価格も国内
生産では太刀打ちできないため、海外調達品も求められるように
なりました。そのため、当社でも海外調達を開始し、2014年には、
技術指導と品質検査の拠点として中国に現地法人を立ち上げまし
た。日本人スタッフが駐在し、当社の厳しい規定に基づいた管理・
点検を実施することで、安定した品質を確保し、品質・価格面で顧
客の満足や信頼を得ています。このように、国内加工の高品質の
製品を主としながら、製品・サービスの幅を広げています。

技術の強み
　府内の2工場では、多岐にわたる船舶製品を手掛けています。船
には、揚錨機や係船機のほか、船内にもはしご、手すりなど様々な
部品の設置が必要となります。そのため、1隻の船を作り上げるに
は１～２年の工期が必要で、大きいものだと３年を要する場合もあ
ります。
　船はその形状から、曲面に製品を設置することが多いため、仕様

造船業界を確かな技術で支える
船舶関連製品の製造プロフェッショナル
　海上物流を支える船舶には、航海中に起こるトラブルに対して強い適応性や耐久性が求められます。
それらの船舶に装備される船舶艤装品や甲板機械等の製造販売を行う和幸産業株式会社の舞鶴工場に
て、代表取締役 竹中 和雄 氏にお話を伺いました。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp
京都府商工労働観光部産業立地課 産業立地担当　TEL：075-414-4848  FAX：075-414-4842  E-mail：richi@pref.kyoto.lg.jp

代表取締役 竹中 和雄 氏

Comp a n y  D a t a 和幸産業株式会社
●代表者／代表取締役　竹中 和雄
●所　在　地／〔本　　社〕〒652-0883 神戸市兵庫区明和通3-1-1

電話078-671-8899　ファクシミリ 078-671-9199
〔舞鶴工場〕〒624-0945 舞鶴市喜多新宮1048-25
〔綾部工場〕〒623-0008 綾部市桜が丘3-7-2

●創業及び設立／1993年 ●資本金／4,000万円
●従　業　員／78人
●事 業 内 容／船舶関連製品の製造・販売及び船舶艤装工事等

が細かく決められており、複雑な図面を正確に理解し、製造・設置
する能力が求められます。また、船ごとに製品の形状や寸法も異な
るため、オーダーメイドで製品を一つずつ製造しています。顧客の
様々な要望に応えられるのは当社ならではの高い技術力によるも
のです。
　また、図面を受けてから、資材調達、製作、仕上げ、点検、メンテナ
ンスまでを一貫して対応できることも当社の強みです。

今後の事業展開
　最近では、「プロダクトタンカー」
と呼ばれるガソリン等の石油製品
を運ぶための船舶向けの艤装品も
手掛けています。貨物の特性から、
通常の塗料だと油で溶けてしまい
タンクが腐食しやすくなります。そ
こで2017年には、特殊な塗料を使
用するための塗装工場を舞鶴工場
の敷地内に増設しました。
　また、従来、艤装品は鉄製が一般
的でしたが、船の軽量化傾向に伴
い、アルミ製品の需要が高まって
きています。アルミ製品の製造に
は高い溶接技術が求められるほか、仕上げ作業用の工具も非鉄
（ステンレス等）でなければならず、使い方も非常に難しいのです
が、このような高度な技術も身につけ、更に発展していきたいと考
えています。
　当社は本年3月に設立から25年を迎えました。「ものづくりのプ
ロを目指し、より良い製品をより安く提供し、産業の発展に貢献す
る」を経営理念に、これからも高品質な船舶艤装品の提供を通し
て、船舶業界のみならず、産業全体の発展に貢献していきたいと考
えております。

京都府への立地を生かして発展する企業をご紹介します。 和幸産業株式会社
http://www.wakosangyo.jp/〈綾部市・舞鶴市〉

特殊な塗料を施した甲板機械（上）、
傾斜梯子（下）

コンテナからの貨物の積み降ろし用の
舞鶴工場コンテナデバンヤード


